
「本当にみんなが取り組めている校内研究になっているのか」「先生や子どもたちのためになっている
のか」と感じることがあり、校内研究主任だけで進めるのではなく、若手からベテランの教員までみんな
が参加できる校内研究を目指して、「共通実践」のグッズや掲示物を一緒に作る機会を設けました。

役割の自覚 「共通実践」のためのグッズづくり

校内研究のためだけのグッズではなく、日常的に使用するためのものなので、作成中は、児童の姿を
思い浮かべながら、「こうしてみよう！」「やってみよう！」と、試行錯誤しながらよりよいものにし
ていく教員の姿が見られました。また、一緒に作成したことで、実際の使用方法等について語り合う姿
や、ベテランの教員の取組を学ぶ姿も見られました。 (Ｄ小学校 校内研究主任)

作成した「共通実践」のためのグッズと掲示物

「共通実践」の具体的な方法
やベテランの教員の取組などに
ついて、話すことができた。

チームで校内研究に取り組む
ことができた。

役割の自覚
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